



















































































































































































































































































































② I斎藤茂吉全集』第十一巻 岩波書店 昭和49年9月13日発行
①釈退空著 『曙覧の研究』東京高遠書房刊 昭和9年1月10日発行
＊討議要旨
ロパート・キャンベル氏は、 ①レジ‘ユメに引用している水島直文論の出典はなにか、 ② 「独楽吟Jと
比較参照している古詩「首尾吟Jの全体の流れはどのようなものか、と質問し、発表者は、 ① 「水島直
文聞書」 からの引用である、 ②部羅が日常の事物から感じたままを吟じ自然に並べた印象が強く、意
図的な編集構成は感じられない。また詩の背景には易学からの影響がみられるようだ、と回答した。
それに対してキャンベル氏は、 ② 「首尾吟Jの原詩そのものを資料として併せて提示した方が理解しゃ
すい、と助言した。
武井協三氏は、レジュメにある「たのしみは春の桜に秋の月夫婦中よく 三度くふめし」は五代目団十
郎の作だが、こうした形式の歌は 『万載狂歌集』以前から作られていたのか、と発表者および会場に問
い、大高洋司氏が、それ以前に 「たのしみは夕顔のさける軒ばの下涼み……jという歌がある。詳細は
わからないが古くから踏襲されてきた形なのではないか、と答え、さらにロパート・キャンベル氏が、
「それは木下長噺子の歌だ」と補足した。
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